発 刊 の こ と ば
佐賀県統計年鑑は、明治１７年（１８８４年）に創刊された「佐賀県統計書」を起源にし、今年で１２８年目という長い歴史をもっており、本県の人口や産業、労働、教育、文化などの基本的な統計資料を分野別に整理・収録し、県勢の現状と推移を明らかにした総合統計書です。

近年、少子高齢化による本格的な人口の減少、長引く景気の低迷、地方分権の推進など、私たちを取り巻く社会・経済情勢は大きな転換期を迎えており、また厳しい雇用情勢、地域経済の悪化など多くの課題に直面しています。
こうした状況下で、現在の社会・経済情勢を的確に把握し、将来を見据えた施策の基礎資料となる統計は、ますます重要な役割をもち、マスメディアやインターネット等で私たちの目に触れる機会も多くなり、社会経済の動きについての理解や認識を深めるうえで大いに関心が寄せられているところです。
本書が行政施策の企画・立案や企業経営、学術研究などの基礎資料として、また、社会の状況や統計を学ぶ教材として、多くの方々に広くご活用いただければ幸いです。
　最後に、本書の刊行に当たり貴重な資料をご提供いただきました関係機関・団体の皆様に、厚くお礼を申し上げます。

平成２４年７月
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